
新しいタイルの表現技法 

【目的】本研究では、タイルの割れ方について着目し、 衝撃別に「割れ模様」を作り出

す。この完成させたタイルに２次加工を加えることにより、オリジナルデザインを表現

する。 

【方法】本研究では、タイルの欠損種類の中でも「割れ」を新しい技法によってタイルの

デザインを提案する。 下記の道具・材料をもとに工程に従って行う。 

【道具】粘着シート・ヤスリ・紙ヤスリ・金槌等  

【材料】タイル・グルーガン・ホットボンド  

【工程】タイルの割れを表す工程として、前準備でタイルの裏に粘着シートを貼る。そ

して、衝撃実験を行ったのち、割れ目をヤスリで V 字に削る。その後、グルーガンを使

い、接着する。 
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まとめ

近年では、インテリア材料の工業化が進み職人の手による事が減った。インテリアデザイナーや設計士は、カタログから物を

選ぶ業務となっており、いわゆるカタログ設計となっていることからオリジナルデザインとは言い難い。この結果、画一的な空

間にしかならないと考えた。既存の既製品に２次加工する事により、タイルそのものにオリジナル性を出し、その後空間におい

てどのように展開していくかをシステム化することで新しい表現に繋げ、独自の空間が出来上がる。配置によって、設計者の意

図を持った空間を創ることを可能とする。２次加工したタイルを選ぶことで、画一的な空間を崩すことができると考えた。設計

者が意図して、設計することができる為に、金継ぎタイルを提案した。 
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